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一般社団法人東北測量設計協会では平成７年度に事故防止委員会を設置し、労働災害の防止を目的として

活動を続けて参りました。その活動の一環として東北各県測協会員の皆様のご協力をいただき、「労働災害

アンケート調査」を実施し、そのアンケート調査結果の分析を基に、「労働災害事故事例集（第１回）」、

「労働災害事故事例集（第２回）」、「労働災害事故事例集（第３回）」を発刊してまいりました。 

前回（第３回）の調査から３年程度の経過で今回のアンケート調査に至った経緯は、平成２３年に発生し

た東日本大震災による業務量の増加により、労働災害増加に対する懸念があったことに加え、年々進歩する

技術革新に伴い現場作業の変化やリスクの多様化に、事例を通して各位に周知する意味から今回のアンケー

ト実施にご協力いただいた次第であります。 

 

今回の調査では当協会会員のみの調査であり、回収率は９０％と会員の皆様のご協力が多大であったこと

に、深く感謝申し上げます。今回調査では死亡事故の発生は無く、引き続き重大事故発生への安全管理は徹

底されていると思われますが、負傷事故に関しては、前回６２件／１０年（年間平均６．２件）でしたが、

今回調査では３６件／３年（年間平均１２件）と増加傾向にあります。業務量の増加とアンケート回収率の

関係もありますが、年間平均として増加していることは否めない事実であり、今後一層の安全管理の意識を

高めることが重要と思われます。 

また、今回より物損事故も報告していただくようお願いいたしました。人身事故は勿論のこと、物損もリ

スクと捉え物損事故も併せて未然対策を講じなければならないと考えます。そして多様化するリスクを未然

に防止する観点から「ひやりはっと」の具体的内容も表記いたしました。危機回避のための資料として協会

員はもとより、我が業界から労働災害を出さないためにも多くの皆様と情報共有を図っていただければ幸い

です。 

今後最新の情報を素早く共有するため、平成２６年度より毎年の報告をお願いしたいと考えておりますの

で、会員の皆様にはお手数をおかけいたしますが、重ねてご協力をお願い申し上げます。 

 

今回のアンケート調査にご協力を賜りました会員の皆様にお礼を申し上げますとともに、アンケートの集

計に協力いただいた委員の皆様はじめ事務局、他委員会の皆様に併せてお礼を申し上げます。 

 

 

 

平成２６年６月１日 

一般社団法人東北測量設計協会 

技術委員会委員長 菊池 透 

 

 

 



 

１．アンケート回収率 

※第 1回～第 3回の調査では東北各県測協の協力をいただいたため会員数が多い。 

 

今回の調査は過去３回の調査より期間が短い３年間の調査でありましたが、アンケートの回収率は９０％

と非常に高い回収率が得られました。 

 

安全意識の高まりの表れと思われる反面、調査期間が比較的短かったため、記録が多く残っていたという

ことも考えられます。 

お手数をおかけすることと思いますが、平成 26年度より毎年の調査データの報告をお願いする事といた

します。毎年の取り纏めを実現することにより、より精度が高く、素早い情報の共有が図れるこが期待され

ますので、会員の皆様にはご協力をお願いいたします。 
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アンケート回収率 

第1回調査 

第2回調査 

第3回調査 

第4回調査 

  第 1回調査 第 2回調査 第 3回調査 第 4回調査 

昭和 50年 7月～平成 8年 3月 平成 8年 4月～平成 12年 3月 平成 12年 4月～平成 22年 3月 平成 22年 4月～平成 25年 3月 

会員数 回答数 回収率 会員数 回答数 回収率 会員数 回答数 回収率 会員数 回答数 回収率 

青森県 55 40 72.7% 63 45 71.4% 54 19 35.2% 7 6 85.7% 

岩手県 80 49 61.3% 63 53 84.1% 40 19  47.5% 9 7 77.8% 

秋田県 59 45 76.3% 64 47 73.4% 41 18 43.9% 9 9 100.0% 

宮城県 90 55 61.1% 91 47 51.6% 47 13 27.7% 12 12 100.0% 

山形県 56 40 71.4% 61 41 67.2% 47 22 46.8% 14 11 78.6% 

福島県 80 63 78.8% 79 61 77.2% 66 9 13.6% 9 9 100.0% 

計 420 292 69.5% 421 294 69.8% 295 100 33.9% 60 54 90.0% 



 

２．労働災害の発生件数 

※前回は昭和 50年～平成 22年 3月まで、今回は平成 22年 4月～平成 25年 3月まで 

    青森県 岩手県 秋田県 宮城県 山形県 福島県 計 

前
回
ま
で 

死亡事故 0 2 2 1 0 1 6 

負傷事故 33 42 16 34 15 26 166 

ヒヤリハット 12 16 6 2 17 223 276 

今
回 

死亡事故 0 0 0 0 0 0 0 

負傷事故 6 4 4 13 5 4 36 

物損事故 6 2 3 36 0 0 47 

ヒヤリハット 3 2 3 2 0 2 12 

 

 

今回より物損事故も加えたため割合が合わない状況にあります。幸い今回の調査では死亡事故は無かった

ものの、負傷事故は前回まで１６６件／３５年（４．７件／年）に比べ、今回は３６件／３年（１２件／年）

と大幅に増加しています。 

ヒヤリハットの報告件数が少ない状況にあります。事故に至らないまでも、ヒヤリハットは多くの皆さ

んが経験していることと推察されます。調査の目的をご理解いただき、今後ともご協力お願いいたします。 
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３．負傷事故発生推移 

 
青森県 岩手県 秋田県 宮城県 山形県 福島県 計 

平成 4 年度 3 1 3 4 1 0 12 

平成 5 年度 1 0 0 2 3 2 8 

平成 6 年度 1 1 1 2 1 5 11 

平成 7 年度 8 5 1 2 3 6 25 

平成 8 年度 0 5 3 6 1 0 15 

平成 9 年度 0 0 0 4 0 2 6 

平成 10 年度 0 3 1 3 2 1 10 

平成 11 年度 2 3 0 7 2 3 17 

平成 12 年度 3 3 0 0 0 0 6 

平成 13 年度 2 3 1 0 0 0 6 

平成 14 年度 1 1 1 0 0 0 3 

平成 15 年度 1 4 0 0 0 1 6 

平成 16 年度 3 3 1 0 0 1 8 

平成 17 年度 0 0 0 1 1 1 3 

平成 18 年度 0 2 1 0 0 1 4 

平成 19 年度 2 3 0 1 0 0 6 

平成 20 年度 2 1 2 1 0 2 8 

平成 21 年度 4 4 1 1 1 1 12 

平成 22 年度 3 0 0 2 1 2 8 

平成 23 年度 2 3 0 8 2 0 15 

平成 24 年度 1 1 4 3 2 2 13 

県別合計 39 46 20 47 20 30 202 

 

平成 12年度から平成 19年度にかけて負傷事故は低調に推移していましたが、平成 20年度あたりから増

加傾向に転じています。平成 7 年、平成 11年あたりは業務量も多く負傷の発生が多かったものと思われ、

平成２３年の震災以降業務量の増加に伴い、負傷事故も増加傾向にあり注意が必要であります。 
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４．負傷事故の構成 

前回は昭和 50年～平成 22年 3月まで、今回は平成 22年 4月～平成 25年 3月まで 

  

交通 

事故 

転倒 

転落 

草苅 

伐採 

蜂 

など 
機材 

ハンマ 

杭 

ボーリ 

ング 

遭難 

事故 

落雷 

感電 
落石 その他 

計

(件) 

青森県 
前回迄 12 5 3 3 0 2 2 1 0 0 5 33 

今 回 0 3 1 0 0 0 0 0 0 0 2 6 

岩手県 
前回迄 8 8 12 6 2 2 0 0 0 0 4 42 

今 回   1 2 1               4 

秋田県 
前回迄 5 4 2 2 1 0 0 0 1 0 1 16 

今 回 1 3   1               5 

宮城県 
前回迄 7 14 4 2 4 0 0 0 0 1 2 34 

今 回 2 7 1 1   1         2 14 

山形県 
前回迄 5 3 3 2 2 0 0 0 0 0 0 15 

今 回   1 1               2 4 

福島県 
前回迄 5 7 7 4 2 0 0 0 0 0 1 26 

今 回   2 2                 4 

合計 
前回迄 42 41 31 19 11 4 2 1 1 1 13 166 

今 回 3 17 7 3 0 1 0 0 0 0 6 37 
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前回までの調査では交通事故と転倒転落事故が同割合で全体の半数を占めていましたが、今回の調査では

転落・転倒の負傷事故が 46％と極端に増加していることが分かります。東日本大震災等で現場の状況も悪

いことも考えられますが、我々業界の高年齢化も一因として挙げられるのではないかと考えられます。 

長引く予算削減に伴い新卒者の採用も手控えられ、退職者も増加し高齢化が進んでおり、身体的能力の衰

えに比例して転倒等の事故の増加につながっていることも考えられます。高齢者の現場作業には細心の注意

を図り余裕を持った現場工程の検討が必要と思われます。 

また、近年の異常気象に伴いその他で分類されておりますが、熱中症の発生が数多く報告されています。

夏場の気温の上昇に伴い現場作業での水分、塩分の適切な摂取が必要であり、体調に異変をきたした場合に

は涼しい場所で休息を取るか、近くの医療機関に早期に搬送することが重要であると考えます。命の危機に

関わる場合があるため、今後とも細心の注意が必要であります。 

以下は労働災害申請を行った事故事例。（順不同） 

 

５．負傷事故（労働災害申請）事例 

所在 発生日 災害内容 原因 発生概要 

秋田 2012/10 通勤時 
交通事故 

追突事故 

農道の十字路交差点において、直進中に右側面に衝突された。相手方進行方向に

止まれの標識（市で設置したもので法的拘束力は無し）があったが、相手方が安

全確認不充分により一時停止せずそのまま交差点に進入し衝突した。 

宮城 2013/3 通勤時 
交通事故 

追突事故 

帰宅途中、自転車走行中に自転車と衝突し、左肩打撲 

宮城 2012/3 通勤時 
交通事故 

スリップ 

帰宅途中、自転車走行時にカーブで転倒 左足捻挫 

青森 2011/3 現場作業 交通事故 
納品に向かう途中、路面凍結による路肩滑落車輌が多数あったので減速走行中、

国道の右カーブで車輌がすべり、反対車線路肩斜面へ滑落したもの。 

青森 2012/12 現場作業 転倒･転落 
現場に行く途中、1Cmの積雪におおわれた凍結路面に気づかず、両足をすべらせて

転倒した 

宮城 2013/2 現場作業 転倒･転落 
立竹木調査中、雪で滑って転倒し、地面に手をついた際に、マダケの切株で手の

ひらを切ってしまった。 

岩手 2013/6 現場作業 転倒･転落 

屋根の仕上げ確認のため岩手県所有の隣接地に入り確認を行った。 

戻る際に屋根上部を見ながら進んだためコンクリート構造物に落下した。構造物

周りについては草刈りを行っていたが、上部には草が覆いかぶさっており確認で

きなかった。行きの際もきづかなかった。 

青森 2010/7 現場作業 転倒･転落 
ダム調査に伴い、1.8mほどの高さに梯子をかけて調査を行っている際に足を踏み

外し、1.2mの位置より転落した。転落した際に右手首を骨折した。 

岩手 2011/11 現場作業 転倒･転落 
起終点杭設置後、撤収のため車に戻る際、仮設堤防上の石に躓き転倒。その際、

顎を石に強打し切創。 

福島 2012/11 現場作業 転倒･転落 

本業務における市道変更路線に伴う起終点写真を撮影するにあたり、リボンテー

プを張るため、道路を横断しようとしたとき、足をつまずいて転倒した。この際、

右手にポール、左手にリボンテープを持ち両手がふさがっていたため、左肩を舗

装面に強打した。 

 



所在 発生日 災害内容 原因 発生概要 

秋田 
  

2012/11 

現場作業 転倒･転落 設計条件の確認打合せで 2人発注先に行き、協議の中で駐車場に防護柵を設置し

たいとの要望があり打合せ後現地確認を行い、現場写真を撮影時に丸太があるこ

とに気づかずつまずいて背面より転倒した。転倒した箇所にも丸太が有り背中を

強打した。 

山形 2011/7 

現場作業 転倒･転落 ４級基準点測量の観測中、道路路肩から一素子付き三脚を持ち、 

法尻へ移動中につまづいて転倒、肘を砂利状態の地面に打ち付け怪我（すり傷）

をした。 

山形 2013/8 
現場作業 転倒･転落 豪雨災害により斜面崩壊現場で、災害復旧のため調査作業中１メートル程度の崩

落土から降りた時に足元が不安定だったため足をひねり転倒し左足首を痛めた。 

宮城 2010/11 現場作業 転倒･転落 河川調査時に河川の石で転倒 右足骨折 

宮城 2013/2 通勤時 転倒･転落 帰宅途中、自宅マンション階段で足を踏み外し、左足骨折 

宮城 2011/7 現場作業 転倒･転落 写真撮影中に脚立からの落下 

宮城 2011/1 通勤時 転倒･転落 出社途中、雪道で転倒右腕骨折 

宮城 2011/10 社内勤務 転倒･転落 社内で階段から転倒鎖骨を折る 

山形 2013/3 社内勤務中 転倒･転落 駐車場にて雪により足を滑らせて「右足を捻挫」したものです。 

岩手 2012/4 
現場作業 草刈･伐採 急傾斜地の山林内において、測量作業における視通確保のための伐採作業中に、 

足を滑らせ誤って鎌で、左手人差し指切傷。 

山形 2011/8 現場作業 蜂など 用地幅杭を設置していたときに蜂にさされた。 

岩手 2011/7 現場作業 蜂など 現地調査中、周辺状況を確認せずに不用意に立ち入った際、蜂に刺された。 

岩手 2013/7 
現場作業 蜂など 中学校建設予定地の山林内において、中心線選点作業における視通確保のための

伐採作業中に、左耳の中心部を蜂に刺され受傷。３０分後全身にじんましん発疹。 

宮城 2011/8 現場作業 蜂など 河川護岸で草刈りと土砂清掃作業中、蜂が現れて左足ふくらはぎを刺された 

岩手 2011/8 
現場作業 蜂など 草刈り作業中、蜂の巣に気が付かず、巣のある木を伐採した際に蜂に襲われ、 

右手指と左手甲を刺された。 

宮城 2013/9 現場作業 蜂など 蜂の巣があり、突然蜂が現れ、両手・腹を刺された 

青森 2010/9 
現場作業 草刈･伐採 平面測量のために、道路脇の草を伐採していたところ、 

左手の甲（小指の付け根）を手袋の上から蜂に刺された。 

宮城 2011/10 現場作業 ﾊﾝﾏｰ･杭 測量鋲打設時に誤って自分の指を打ってしまった 

宮城 2011/7 現場作業 熱中症 当日の気温 30度 湿度 82％と、急激な気温・湿度上昇により、熱中症が発生した。  

福島 2010/8 
現場作業 熱中症 ２級基準点測量（GPS観測）において、既知点とする三角点周辺の伐採作業を行っ

ていたところ、熱中症（軽い手足の痺れと呼吸障害）となった。 

宮城 2011/8 現場作業 熱中症 土砂崩れ現場で写真撮影中、熱中症(気温 30度・湿度 82％)発生 一人 

 

 

 

 

 

 

 

 



６．負傷事故起因別発生状況 

  

交通 

事故 

転倒 

転落 

草苅 

伐採 

蜂 

など 機材 

ハンマー 

杭 

ボーリ 

ング 

遭難 

事故 

落雷 

感電 落石 その他 計(件) 

青森県 

H22年度   2 1                 3 

H23年度                     2 2 

H24年度   1                   1 

岩手県 

H22年度                       0 

H23年度   1 1 1               3 

H24年度     1                 1 

秋田県 

H22年度                       0 

H23年度                       0 

H24年度 1 3                   4 

宮城県 

H22年度   2                   2 

H23年度 1 3   1   1         2 8 

H24年度 1 2                   3 

山形県 

H22年度     1                 1 

H23年度   1   1               2 

H24年度                     2 2 

福島県 

H22年度     2                 2 

H23年度                       0 

H24年度   2                   2 

合計 

H22年度 0 4 4 0 0 0 0 0 0 0 0 8 

H23年度 1 5 1 3 0 1 0 0 0 0 4 15 

H24年度 2 8 1 0 0 0 0 0 0 0 2 13 

今回調査の年度毎の負傷事故では、転倒・転落の発生率が年度を追うごとに増加の傾向にあります。業

務量の増加とともに、現場はもとより社内や通勤途中の転倒も発生しており、疲労の蓄積も原因である

可能性も考えられます。 
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７．負傷事故起因別・月別発生状況 

（前回まで） 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 計(件) 

交通事故 3 4 1 2 6 7 6 1 6 8 10   54 

転倒、転落 1 8 6 5 3 8 5 4 2 2 3 4 51 

草苅、伐採 1 4 3 9 3 4 7 4 1 1 1   38 

蜂など   3 1 3 7 3 2           19 

機材       1   2 1   2 1     7 

ハンマー、杭 1 4       1 1 1     1   9 

ボーリング   2   1   2 1           6 

遭難事故           1             1 

落雷・感電         1       1     1 3 

落石               1         1 

その他   2 2 3 2 3   3 1 3 1   20 

計 6 27 13 24 22 31 23 14 13 15 16 5 209 

（今 回） 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 計(件) 

交通事故             1         2 3 

転倒、転落       3 1   1 4 2 1 3 2 17 

草苅、伐採 1     1 3 1             6 

蜂など       1 2               3 

機材                         0 

ハンマー、杭             1           1 

ボーリング                         0 

遭難事故                         0 

落雷・感電                         0 

落石                         0 

その他   1   1 1 1           2 6 

計 1 1 0 6 7 2 3 4 2 1 3 6 36 

（前回）                     （今回） 

 



前回までの月別発生状況と、今回の発生状況ではサンプリングデータが少ないが、概ね前回調査と同様の

傾向を示しているものと思われます。但しその中でも３月の発生が増加しているのは、震災の影響により繰

り越し業務が増加し、通年の現場作業が多かったことが一因ではないかと考えられます。冬期の現場作業に

於いては、凍雪害の影響もあり特にも転倒・転落が増加したのではないかと思われます。 

 

８．物損事故構成年度別 

  交通事故 転倒、転落 草苅、伐採 機材 ハンマー、杭 ボーリング 遭難事故 落石 その他 計 

青森県 

H22年度 2                 2 

H23年度 1                 1 

H24年度 2         1       3 

岩手県 

H22年度                   0 

H23年度                 1 1 

H24年度 1                 1 

秋田県 

H22年度 2                 2 

H23年度                   0 

H24年度 1                 1 

宮城県 

H22年度 8                 8 

H23年度 13                 13 

H24年度 15                 15 

山形県 

H22年度                   0 

H23年度                   0 

H24年度                   0 

福島県 

H22年度                   0 

H23年度                   0 

H24年度                   0 

合 計 

H22年度 12 0 0 0 0 0 0 0 0 12 

H23年度 14 0 0 0 0 0 0 0 1 15 

H24年度 19 0 0 0 0 1 0 0 0 20 

 

物損事故の大半は、交通事故であり年々増加の傾向である。 
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９．物損事故発生推移 

 
青森県 岩手県 秋田県 宮城県 山形県 福島県 計(件) 

平成 22年度 2 0 2 8 0 0 12 

平成 23年度 1 1 0 13 0 0 15 

平成 24年度 3 1 1 15 0 0 20 

県別合計 6 2 3 36 0 0 47 

 

 

 

物損事故も年々増加傾向にある。 

業務量の増加とともに発生率も増加傾向にあり、その大半は交通事故が占めています。 

 

以下は物損事故事例。 
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１０．物損事故事例 

所在 事故種別 発生日 災害内容 事故原因 発生概要 

秋田県 物損事故 

2013/6 

現場作業 交通事故 

当日は夕方から雨が降り、道路もかなり水が溜まっておりハンドルが取られ

る状態であった。現場作業を終えて会社に帰る途中で緩やかなカーブに差し

掛かり道路上の水溜まりにハンドルを取られ制御が利かず、中央分離帯のガ

ードレールに衝突して停止した。 

宮城県 物損事故 

2013/8 

現場作業 交通事故 

現場に移動するため、信号待ちで停車中、信号が青になり両脇の車は動き始

めたので、前方をよく確認せずにブレーキから足を離したところ、前方車両

がまだ発進していなかったために追突した。 

岩手県 物損事故 2012/8 その他 交通事故 高規格道路と一般道の合流地点で、一般道を走行してきた車両と接触した。 

宮城県 物損事故 2010/12 現場作業 交通事故 右カーブでスリップし車体が左右に振られながらガードケーブルに衝突。 

宮城県 物損事故 2012/12 現場作業 交通事故 

当日は現場周辺までは、降雪も凍結等もなく安全に運転できると見込んだた

め、事故現場直前で運転を若手社員に交替したところ、トンネルを抜けたば

かりの所が凍結していたため、スリップしたまま側面のガードレールに衝突

した。自損事故のため相手等は存在しなかった。 

秋田県 物損事故 2011/3 社内勤務 交通事故 

駐車場から移動する際、前方不注意により当方の前方右側のライト部と駐車

中の相手方の後方左側が接触し、当方の前方右側のライト部のカバーの破

損、相手方の後方左側のライト部のカバーが破損した。 

宮城県 物損事故 2012/11 通勤時 交通事故 
路面積雪時、停止したトラックを追い越したが、凍結路面でブレーキ・ＡＢ

Ｓが作動せず、トレーラに衝突した。 

宮城県 物損事故 2011/3 
 

交通事故 高速道路で追い越し時にスリップし分離帯で車大破 

宮城県 物損事故 2013/1 
 

交通事故 横断歩行者と接触事故 

宮城県 物損事故 2012/12 
 

交通事故 交差点で追突 

宮城県 物損事故 2013/1 
 

交通事故 冬季道路でスリップ土手に衝突 

宮城県 物損事故 2013/1 
 

交通事故 道路標識に衝突 

宮城県 物損事故 2012/3 
 

交通事故 他車に接触事故 

宮城県 物損事故 2013/4 
 

交通事故 電柱接触 

宮城県 物損事故 2013/6 
 

交通事故 ガードレール接触 

宮城県 物損事故 2013/6 
 

交通事故 ブロック壁接触 

宮城県 物損事故 2011/8 
 

交通事故 コンクリート壁接触 

宮城県 物損事故 2012/4 
 

交通事故 木材乗上げバンパー接触 

宮城県 物損事故 2012/7 
 

交通事故 鋼材壁接触 

宮城県 物損事故 2011/2 
 

交通事故 看板に接触 

宮城県 物損事故 2011/4 
 

交通事故 瓦礫乗上げ、接触 

宮城県 物損事故 2011/11 
 

交通事故 駐車してある車追突 

宮城県 物損事故 2013/9 
 

交通事故 駐車時に他社からの衝突 

宮城県 物損事故 2013/10 
 

交通事故 トラックからの石の落下で損傷 

青森県 物損事故 
2012/7/30 

現場作業 交通事故 
ﾎﾞｰﾘﾝｸﾞ作業終了後、トラックユニックを使って道具を積載し、次の作業位

置に移動中ブームを下げ忘れ電話線を切断した。 

青森県 物損事故 2012/10/4 現場作業 ボーリング 金棒により給水管を破損させた。 

 



１１．ヒヤリハット発生率 

 
青森県 岩手県 秋田県 宮城県 山形県 福島県 計(件) 

前回まで 12 16 6 2 17 223 276 

平成 22年度 1 0 0 0 0 0 1 

平成 23年度 1 0 0 0 0 0 1 

平成 24年度 1 2 3 2 0 2 10 

県別 合計 3 2 3 2 0 2 12 

 

今回のヒヤリハットを表示したものでありますが、平成 22年と平成 23年は 1件のヒヤリハットの報告

でありましたが、平成 24年には 12件の報告がありました。 

ヒヤリハットの記録を採っている企業が少ないせいもあり、記憶に残る直近のデータが多いと推測されま

す。出来れば日々記録を採り、社内で水平展開を図ることも安全管理にとって効果が得られるものと思われ

ます。ヒヤリハットは労災の認定を受けるまでもない軽微なけがや物損も含まれており、一歩間違えば大き

な事故の要因となります。 

ヒヤリハットの報告書を活用していただき、社内では勿論のこと業界でも共有化を図り労働災害を未然

に防ぐためにも、是非とも報告をしていただくようお願いいたします。巻末に様式を添付いたしました。 

以下に、ヒヤリハット報告事例を掲載いたします。 
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１２．ヒヤリハット報告事例 

所在 発生日 事故原因 発生概要 

秋田県 
2013/3 

交通事故 当日は晴れていたが、冬の朝方で寒かった。交差点で信号待ちしていて、青に変わったので左折し加速

したところ急に蛇行運転し、100ｍほどこの状態で進み次の信号の手前で辛うじて停止した。 

宮城県 2013/9 

 

交通事故 

（過労） 

業務の打合せ協議が終わり、帰社のため高速道路を走行中、一瞬記憶がない状態になった。 

宮城県 2013/10 

 

交通事故 会社から帰宅を急いだため、横断歩道を歩行者が通行しているのに気づくのが遅れ、危うく人身事故を

起こしそうになった。また、当日は雨も降っていて夜間の運転でもあった。 

岩手県 2012/7 交通事故 作業現場で車両を停車させる際、道路標識に接触しそうになった。 

宮城県 

2013/8 

作業確認 湾内の測量に使用する船をトラックより下ろす時に、玉がけが不十分なため、一本の吊帯が外れた。船

は、もう 1本の吊帯で支えられ落下までにいたらず、再度、つりなおし、船を下ろした。＜原因＞作業

責任者は、玉がけの資格を有するが、玉がけ時の確認が不十分であった。 

福島県 2013/8 人身・物損 水準測量にて移動中に自転車にスタッフが接触しそうになった。 

福島県 
2013/1 

転倒・転落 現場に於いて低水流量観測を実施している際に、石を踏んで体制を崩し、川底に流速計をたたきつけて

破損させた。 

岩手県 2013/8 転倒・転落 横断測量の際、横断方向に草に隠れた穴（１ｍ）があり転落した。 

宮城県 2012/8 転倒・転落 洪水吐形式の調査を行っている際、草に足が絡み 1m下に滑り落ちた。 

青森県 
2012/9 

転倒・転落 境界復元をして、その境界杭の写真を撮影した後、油性マーカーを川岸に落としてしまった。 

拾おうとしたところ、水深 50cmほどの川へ落下した。 

青森県 
2011/12 

転倒・転落 川岸を歩行中、3ｍほど崖下の川へ転落した。 

崖は認識していたが冬期夕方で周囲も薄暗く草木があったため足元がよく見えなかった。 

秋田県 2013/7 転倒・転落 橋梁の現地踏査を行っていた際、地盤の状況を見誤り、2ｍ下に滑り落ちた。 

福島県 2012/11 転倒・転落 山で落ち葉が堆積している斜面上で作業していたが、落ち葉の上で足を滑らし転倒した。 

秋田県 
2012/11 

転倒・転落 概要 擁壁上部に杭を設置するため移動中、足元が滑り約 2.0m落下した。原因 現地の状況判断

不足及び落下防止（命綱）の措置なし。 

福島県 2013/8 転倒・転落 側溝の破損状況の写真撮影のため、除草中転落した。 

秋田県 2012/11 転倒・転落 斜面作業中に足場が滑り、3mほど滑り落ちた。 

宮城県 2012/7 熱中症 炎天下の中、農地被害調査を行っている際、体がだるく動かなくなった。 

宮城県 2013/9 蜂等 境界杭を設置するため、笹竹を伐採していたらスズメバチの巣に近づいた際に、蜂が襲ってきた。 

岩手県 
2013/10 

蜂等 被災箇所に向かう途中や測量、被災写真撮影のための伐採中。 

蜂の巣があることに気付かず蜂の巣を刺激してしまい、蜂の襲撃を受けた。 

岩手県 2013/3 物損 測量で使用した「測量中」の看板が固定不十分であった為、強風で飛ばされた。 

青森県 

2011/2/10 

落雪・雪崩 冬の気温が高い日に外壁の損傷を調査していた。 

調査を終えて移動したその直後に落雪が発生した。幸いにも落雪した箇所には作業員等はいなかったた

め、被害は無かった。 

以上のような報告があり、各社で対策を講じたものと思われます。 

やはり、前項の負傷事故の報告のとおり転倒転落に関わるヒヤリハットが多く報告されております。 
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だれが   

どこで   

何をしていたときに   

どんなことから   

どんな危険に遭遇した

かまたは発見したか 
  

被害（丸で囲む）  １．なし  ２．人的疾病があった  ３．動的損傷や破損があった  ４．その他 

           

作

業

責

任

者

記

入

欄 

対

策

の

検

討 

今回のヒヤリハッ

トに職場検討で決

めた対策 

検討会 

出席者 
  

  

対策の実施 完了 ： 平成   年   月   日（ ） 完了 ： 平成   年   月   日（ ） 

今後の予防のた

め職場検討で決

めた対策 

  

対策の実施 完了 ： 平成   年   月   日（ ） 完了 ： 平成   年   月   日（ ） 

原

因

の

分

析 

作業環境の 

不安全状態 

１．防護具・服装の不備   ２．安全対策の不足  ３．作業環境の不整備 

４．不適当な器具類の使用 ５．器具類の欠損   ６．その他 

作業行動の 

不安全状態 

１．規律無視の行動     ２．点検確認の不足  ３．作業環境の不整備 

４．第三者の不安全行為  ５．その他 

管理の欠陥 １．指導指示の不足  ２．現場意見の無視  ３．その他 

今回の予想され

た事故の形態 

１．墜落・落石  ２．転倒   ３．激突  ４．飛来・落下  ５．崩壊・倒壊 

６．激突され ７．はさまれ・巻き込まれ   ８．切れ・こすれ 

９．高温低温の者との接触  10．感電・火災  11．有害物との接触 

12．交通事故  13．動作の反動・無理な動作 14．破裂  15．熱中症 

16．体調不良  17．その他 

           
       

      報告者 

       
        

       

       
 


